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◇春間近の 3月とは思えない厳しい寒さを乗り越え，4月を迎
えました．新年度は環境が大きく変わる方も多いのではない
でしょうか．「ぶんせき」誌へようこそ．これからも分析化
学に関するさまざまな技術・情報発信を通じて，みなさまの
お役に立てればと思います．どうぞよろしくお願いいたしま
す．
◇「とびら」では，『AI技術とソリューションサービスで進化
するラボ分析』と題してご寄稿いただきました．リモート
ワーク導入，働き方改革，労働不足など近年目まぐるしく変
化する労働環境に対して，私たちはどのように AI技術を活
用していけるでしょうか？　分析化学分野への AIの導入に
ついて今後がますます楽しみです．「リレーエッセイ」では，
恩師との会話を通じた思い出をご寄稿くださいました．イン
ターネットなどによって誰でも手軽に情報が入手できる時代
になりましたが，やはり人との会話から得られる“気づき”
は自分自身に深く刻まれますね．
◇さて，令和 7年度が始まりました．「ぶんせき」誌にご寄稿
をいただいている先生方やみなさまの変わらぬご愛読に厚く
御礼申し上げます．今年度もどうぞよろしくお願いいたしま
す．

 〔K. Y.〕

「ぶんせき」次号掲載予定
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　発表の場をつくる   珠玖 仁

〈入門講座〉　分析におけるコンタミ・キャリーオーバー対策

　イオンクロマトグラフィーにおける

　　測定時の注意点   小林 泰之

〈解　　説〉

　相対モル感度法を利用した

　　クロマトグラフィーによる定量分析法   神山 和夫

〈ミニファイル〉　分析用試薬

　シクロデキストリン超分子分析試薬   早下 隆士
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　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
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